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(57)【要約】
【課題】住居侵入の犯罪行為に対する抑止効果が期待で
きるサッシ建具を提供する。
【解決手段】各半導体光源６が点灯して赤色系の可視レ
ーザ光を複層ガラス５の左右方向に斜めに照射し、各ミ
ラー７がその可視レーザ光を複層ガラス５の左右方向に
斜めに反射すると、赤色系の可視レーザ光がインナーガ
ラスの内面に貼付けられた透明フィルムからなる光跡反
射部で乱反射することにより、複層ガラス５の左右方向
に斜めに延びる複数条の赤色系の可視レーザ光のビーム
状の光跡が赤く浮き上がって屋外側から視認可能となる
。その結果、ガラス障子２，３を破って侵入しようとす
る住居侵入犯に対して心理的な不安感を大いに与えるこ
とができ、住居侵入の犯罪行為に対する抑止効果が大い
に期待できる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
框の内側にガラス板が嵌め込まれたガラス障子と、このガラス障子が吊り込まれるサッシ
枠とを備えたサッシ建具であって、
　前記ガラス障子には、前記ガラス板の平面に沿ってビーム状の可視光線を照射する半導
体光源が組み込まれており、
　前記ガラス板には、前記可視光線をビーム状の光跡に沿って乱反射させる光跡反射部が
設けられていることを特徴とするサッシ建具。
【請求項２】
前記ガラス障子には、前記ビーム状の可視光線を前記ガラス板の平面に沿って反射するミ
ラーが組み込まれていることを特徴とする請求項１に記載のサッシ建具。
【請求項３】
前記ガラス障子の閉状態で相互に当接するガラス障子の框の所定部位と前記サッシ枠の所
定部位との間には、前記半導体光源に給電するための着脱自在なコネクタが設けられてい
ることを特徴とする請求項１または２に記載のサッシ建具。
【請求項４】
前記ガラス板が中空層を有する複層ガラスであって、その中空層内に向けて前記半導体光
源がビーム状の可視光線を照射することを特徴とする請求項１～３の何れか１の請求項に
記載のサッシ建具。
【請求項５】
前記半導体光源は、ビーム状の可視レーザ光を照射するレーザダイオード、または、可視
光をビーム状に集束して照射するレンズ付き発光ダイオードであることを特徴とする請求
項１～４の何れか１の請求項に記載のサッシ建具。
【請求項６】
前記半導体光源が照射する可視光線の色が赤色系であることを特徴とする請求項１～５の
何れか１の請求項に記載のサッシ建具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物の外回りの開口部を開閉自在に構成するサッシ建具に関し、詳しくは、
防犯性能を高めたサッシ建具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　建物の外回りの開口部を開閉自在に構成するサッシ建具として、防犯性能を高めるよう
に工夫されたサッシ建具が従来一般に知られている（例えば特許文献１または２参照）。
ここで、特許文献１には、框の内側にガラス板が嵌め込まれたガラス障子を備えるサッシ
窓において、ガラス板における施錠手段の近傍部位の表面に薄い板材からなるガラス面板
補強構造体を設けることで、ガラス板のガラス破りに対する防犯性能を高めるようにした
サッシ窓が記載されている。
【０００３】
　また、特許文献２には、リード線が接続された導電層をエレクトレット層の両面に配置
し、この導電層を介してエレクトレット層の両面にガラス層を積層することで、ガラスの
破壊を検出できるようにした防犯ガラスが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－２７７５号公報
【特許文献２】特開２００５－１８９９３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　ところで、特許文献１に記載のサッシ窓は、ガラス障子のガラス板における施錠手段の
近傍部位を割れにくくしたものに過ぎず、住居侵入の犯罪行為に対する抑止効果は期待で
きない。同様に、特許文献２に記載の防犯ガラスもガラスの破壊を検出できるに過ぎず、
住居侵入の犯罪行為に対する抑止効果は期待できない。
【０００６】
　本発明は、このような従来技術の問題点に対応してなされたものであり、住居侵入の犯
罪行為に対する抑止効果が期待できるサッシ建具を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このような課題を解決するため、本発明に係るサッシ建具は、框の内側にガラス板が嵌
め込まれたガラス障子と、このガラス障子が吊り込まれるサッシ枠とを備えたサッシ建具
であって、ガラス障子には、ガラス板の平面に沿ってビーム状の可視光線を照射する半導
体光源が組み込まれており、ガラス板には、可視光線をビーム状の光跡に沿って乱反射さ
せる光跡反射部が設けられていることを特徴とする。
【０００８】
　本発明に係るサッシ建具では、半導体光源が点灯してビーム状の可視光線をガラス板の
平面に沿って照射すると、ガラス板の光跡反射部が可視光線をビーム状の光跡に沿って乱
反射させるため、可視光線のビーム状の光跡が屋外側から視認可能となる。従って、ガラ
ス障子を破って侵入しようとする住居侵入犯に対して心理的な不安感を与えることができ
、住居侵入の犯罪行為に対する抑止効果が期待できる。
【０００９】
　本発明に係るサッシ建具において、半導体光源が複数個組み込まれていると、各半導体
光源から照射されたビーム状の可視光線の光跡が屋外側から視認可能となるので好ましい
。同様に、半導体光源から照射されたビーム状の可視光線をガラス板の平面に沿って反射
するミラーが組み込まれていると、ミラーで反射されたビーム状の可視光線の光跡も屋外
側から視認可能となるので好ましい。
【００１０】
　また、本発明のサッシ建具においては、ガラス障子の閉状態で相互に当接するガラス障
子の框の所定部位とサッシ枠の所定部位との間に、半導体光源に給電するための着脱自在
なコネクタを設けるのが好ましい。この場合、サッシ枠側のコネクタに予め電源ユニット
を接続しておくことで、ガラス障子の閉状態では電源ユニットから半導体光源に給電され
る。
【００１１】
　本発明のサッシ建具において、ガラス障子のガラス板が中空層を有する複層ガラスであ
る場合、半導体光源は、複層ガラスの中空層内に向けてビーム状の可視光線を照射するよ
うに構成することができる。
【００１２】
　本発明のサッシ建具に組み込まれる半導体光源は、ビーム状の可視レーザ光を照射する
レーザダイオードとしてもよいし、可視光をビーム状に集束して照射するレンズ付き発光
ダイオードとしてもよい。この半導体光源が照射する可視光線の色が赤色系であると、住
居侵入犯に与える心理的不安感を増強できるので好ましい。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明に係るサッシ建具では、半導体光源が点灯してビーム状の可視光線をガラス板の
平面に沿って照射すると、ガラス板の光跡反射部が可視光線をビーム状の光跡に沿って乱
反射させるため、可視光線のビーム状の光跡が屋外側から視認可能となる。従って、本発
明によれば、ガラス障子を破って侵入しようとする住居侵入犯に対して心理的な不安感を
与えることができ、住居侵入の犯罪行為に対する抑止効果が期待できる。特に、半導体光
源が照射する可視光線の色が赤色系であると、住居侵入犯に与える心理的不安感を増強で
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き、住居侵入の犯罪行為に対する抑止効果が大いに期待できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態に係るサッシ建具の正面図である。
【図２】図１に示した一方のガラス障子の正面図である。
【図３】図２に示したガラス障子を構成する複層ガラスの横断面図である。
【図４】図１に示したサッシ建具の作用を示す正面図である。
【図５】図４に示した各半導体光源に給電するためのコネクタを示すサッシ建具の部分斜
視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、添付の図面を参照して本発明に係るサッシ建具の実施の形態を説明する。一実施
形態に係るサッシ建具は、建物の外回りの開口部、例えば窓の開口部を開閉自在に構成す
るものであり、図１に示すように、アルミニウムの押出材からなる左縦枠１Ａ、右縦枠１
Ｂ、上枠１Ｃおよび下枠１Ｄを矩形に組み立てたサッシ窓枠１と、このサッシ窓枠１に吊
り込まれる一対のガラス障子２，３とを備えている。
【００１６】
　一対のガラス障子２，３は、サッシ窓枠１に対して左右方向に引き違い可能に吊り込ま
れるものであり、図示しないクレセント錠により施錠できるようになっており、その構造
は基本的に左右対称となっている。そこで、両者を代表して一方のガラス障子２について
説明すると、図２に示すように、ガラス障子２は、アルミニウムの押出材からなる上框４
Ａ、下框４Ｂ、戸先框４Ｃおよび召合せ框４Ｄを矩形に組み立てた框４と、この框４の内
側に嵌め込まれた複層ガラス５とを備えている。
【００１７】
　複層ガラス５は、図３に示すように、インナガラス５Ａとアウタガラス５Ｂとの間に中
空層５Ｃを形成する枠状のスペーサ５Ｄが挟持された構造を有し、スペーサ５Ｄの外周は
シール部材５Ｅで封止されている。
【００１８】
　ここで、複層ガラス５を構成するスペーサ５Ｄには、例えばインナガラス５Ａの内面に
沿って中空層５Ｃ内にビーム状の可視光線を照射する半導体光源６と、この半導体光源６
から照射されたビーム状の可視光線をインナガラス５Ｂの内面に沿って反射するミラー７
とが組み込まれている。これに対応して、インナガラス５Ｂの内面には、各半導体光源６
から照射され、各ミラー７で反射されたビーム状の可視光線をその光跡に沿って乱反射さ
せる光跡反射部８が設けられている。
【００１９】
　半導体光源６としては、例えば赤色系の可視レーザ光を発光して照射するレーザダイオ
ードが採用されている。このレーザダイオードからなる半導体光源６は、図４に示すよう
に、ガラス障子２の戸先框４Ｃ側において、例えば６個が上下方向に所定間隔を開けて配
設されており、各半導体光源６は、赤色系の可視レーザ光をガラス障子２の召合せ框４Ｄ
側に向けて斜め下方に緩い角度で照射するように設置されている。
【００２０】
　ミラー７は、各半導体光源６からガラス障子２の召合せ框４Ｄ側に向けて照射される赤
色系の可視レーザ光を戸先框４Ｃ側に向けて斜め下方に緩い角度で反射するように、ガラ
ス障子２の召合せ框４Ｄ側において、上下方向に所定間隔を開けて６個配設されている。
【００２１】
　光跡反射部８は、図３に示すような横断面形状の樹脂フィルム、すなわち、左右方向に
波形が連続する横断面形状を有する透明ないし半透明の樹脂フィルムをインナガラス５Ａ
の内面に貼着することで構成されている。なお、樹脂フィルムの断面形状は、可視レーザ
光などのビーム状の可視光線をその光跡に沿って乱反射させる機能を有する限り、適宜の
パターンが連続する断面形状に変更可能である。
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【００２２】
　ここで、図１に示した一対のガラス障子２，３が閉じられた状態で図４に示した各半導
体光源６に給電するためのコネクタがガラス障子２，３の各戸先框４Ｃと、サッシ窓枠１
の左縦枠１Ａおよび右縦枠１Ｂとの当接部位間に設けられている。例えば、図５に示すよ
うに、サッシ窓枠１の左縦枠１Ａの下部内周面には一対のコネクタ片９Ａ，９Ｂが設けら
れ、ガラス障子２の戸先框４Ｃの下部外周面には一対のコネクタ受片９Ｃ，９Ｄが設けら
れている。
【００２３】
　サッシ窓枠１側の一対のコネクタ片９Ａ，９Ｂは、図示しないばね等の弾性力を受けて
左縦枠１Ａの下部内周面から弾性的に若干突出し、かつ、その突出位置で抜止めされてい
る。この一対のコネクタ片９Ａ，９Ｂは、例えばコンセント差込み式の電源ユニット１０
の給電ケーブル１０Ａ，１０Ｂに接続されている。この電源ユニット１０には、各半導体
光源６を例えば直流６ボルトで点灯させるための整流回路や電圧制御回路が内蔵されてい
る。
【００２４】
　一方、ガラス障子２側の一対のコネクタ受片９Ｃ，９Ｄは、図示しないばね等の弾性力
を受けて戸先框４Ｃの下部外周面から弾性的に若干突出し、かつ、その突出位置で抜止め
されている。この一対のコネクタ受片９Ｃ，９Ｄは、図示しない給電配線を介して各半導
体光源６に給電するように接続されている。
【００２５】
　以上のように構成された一実施形態のサッシ建具では、図５に示した電源ユニット１０
が図示しない屋内コンセントに接続された状態において、図４に示すように一対のガラス
障子２，３が閉じられると、サッシ窓枠１の左縦枠１Ａおよび右縦枠１Ｂの下部内周面か
ら弾性的に突出する一対のコネクタ片９Ａ，９Ｂと、ガラス障子２，３の戸先框４Ｃの下
部外周面から弾性的に突出する一対のコネクタ受片９Ｃ，９Ｄとが相互に弾性的に当接し
て接触する。このため、各半導体光源６が電源ユニット１０の駆動回路から給電されて点
灯し、赤色系の可視レーザ光を各ミラー７に向けて斜め下方に照射する。
【００２６】
　ここで、各半導体光源６は、図３に示したインナガラス５Ａの内面に沿って光跡反射部
８を透過するように赤色系の可視レーザ光を照射し、各ミラー７は、インナガラス５Ａの
内面に沿って光跡反射部８を透過するように赤色系の可視レーザ光を反射する。このため
、光跡反射部８は、赤色系の可視レーザ光をビーム状の光跡に沿って乱反射させる。その
結果、図４に点線で示すように、複層ガラス５の左右方向に斜めに延びる複数条の赤色系
の可視レーザ光の光跡が屋外側から視認可能となる。殊に、夜間においては、赤色系の可
視レーザ光のビーム状の光跡が赤く浮き上がって屋外側から明瞭に見えるようになる。
【００２７】
　従って、一実施形態のサッシ建具によれば、ガラス障子２，３を破って侵入しようとす
る住居侵入犯に対して、ガラス障子２，３を破ると直ちに警報されるかも知れないという
心理的な不安感を大いに与えることができ、住居侵入の犯罪行為に対する抑止効果が大い
に期待できる。
【００２８】
　本発明に係るサッシ建具は、前述した一実施形態に限定されるものではない。例えば、
ガラス障子２，３を構成する複層ガラス５のスペーサ５Ｄに組み込まれる各半導体光源６
は、赤色系の可視レーザ光を照射するレーザダイオードに限らず、緑色系や青色系の可視
レーザ光を照射するレーザダイオードとしてもよい。また、各半導体光源６は、赤色系あ
るいは緑色系や青色系の可視光をビーム状に集束して照射するレンズ付き発光ダイオード
としてもよい。
【００２９】
　さらに、インナガラス５Ａの内面に設けられる光跡反射部８は、インナガラス５Ａの内
面に貼着される樹脂フィルムと同様の樹脂フィルムをアウタガラス５Ｂの内面に貼着して
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構成してもよいし、インナガラス５Ａまたはアウタガラス５Ｂ自体の内面の断面形状によ
り構成してもよい。
【００３０】
　また、ガラス障子２，３の框４の内側に嵌め込まれるガラスは、複層ガラス５に限らず
、単板ガラスであってもよいし、合わせガラスであってもよい。
【００３１】
　さらに、ガラス障子２，３に内蔵された各半導体光源６への給電方式は、バッテリー方
式としてもよい。この場合、各半導体光源６に給電するバッテリーおよび駆動回路を備え
た電源ユニット（図示省略）がガラス障子２，３の戸先框４Ｃの内部に着脱自在に装着さ
れる。
【符号の説明】
【００３２】
　１　：サッシ窓枠
　２　：ガラス障子
　３　：ガラス障子
　４　：框
　５　：複層ガラス
　５Ａ：インナガラス
　５Ｂ：アウタガラス
　５Ｃ：中空層
　５Ｄ：スペーサ
　５Ｅ：シール部材
　６　：半導体光源
　７　：ミラー
　８　：光跡反射部
　９Ａ，９Ｂ：コネクタ片
　９Ｃ，９Ｄ：コネクタ受片
１０　：電源ユニット
１０Ａ，１０Ｂ：給電ケーブル
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